
多数のマイクロホンと高度な信号処理の組み合わせにより、車両まわりの音

源分布を高い空間解像度で測定可能です。騒音低減対策の定量的評価や音源

別寄与度の算定などに活用できます。

マイクロホンアレイによる測定概況
⚫ 音源分布を可視化するための装置

として、複数のマイクロホンで構成

されるマイクロホンアレイを使用し

ます。

⚫ マイクロホンの配列や展開領域を

変更することで、音源に対する空

間解像度や周波数範囲を調整でき

ます（右図は、実際に高速走行する

列車から発生する音に対応するよ

うに製作した大型マイクロホンアレ

イの例です）。

⚫ 移動音源対応の音響計算アルゴリ

ズム（デコンボリューション法；DC

法）の適用により、音源分布の高

解像度化が可能です。

環境工学研究部（騒音解析）

騒音対策を検討すべき対象の決定

や対策効果の定量的評価に使用でき

ます。

騒音低減対策のための
高解像度音源探査手法

特 徴

用 途

活用例

高解像度化

従来法

DC法

信号処理方法による高解像度化

マイクロホンアレイ
（直径３ｍ）

独自設計の
マイク配列
（72点）

⚫ 鉄道事業者からの依頼に応じて車両まわりの音源分布測定を行い、騒音低減

対策のための寄与度の算定などを実施しています。

⚫ 鉄道総研の大型低騒音風洞（滋賀県米原市）においては、より大型の直径4m

のマイクロホンアレイが活用されています。
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車 両

配列 マルチアームスパイラル

マイク本数 72本

周波数範囲 250Hz～6.3kHz

空間分解幅 約1m（1000Hz）

その他特徴 可搬式（6分割構造）

台車部の各軸
付近の音源を分
離できる性能

パンタグラフ

先頭車 台車部
(空力音＋転動音)

ルーバ

車両間間隙部

マイクロホンアレイの構造・主な特徴

車両まわりの音源分布の測定結果

デコンボリューション法による信号処理により、詳細な音源位置が明確化

x (m)

y 
(m

)

レール方向距離（m）

レール方向距離（m）

相
対

音
圧

レ
ベ

ル
（

d
B
）

A
特

性
音

圧
レ

ベ
ル

（
d

B
）

総研独自に
設計した

アレイ配列

空間分解幅
約1m

（1000Hz）

マルチアームスパイラル

可搬式フレーム 空間分解幅（例：1000Hz）

マイク本数：72本
外径：3m

６分割構造の
可搬式フレーム

狭小で作業性の悪い
場所にも設置可能

10dB

音圧レベル

大

小
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